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プレゼンの流れ

1. （性別、年齢層別）相対的貧困率の
推移

2. 女性の健康と貧困の関連

3. ひとり親家庭への支援

4. 若年妊娠と貧困の関連

5. 支援策の視点
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相対的貧困率の推移：1985-2015
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相対的貧困率の推移：1985-2015

相対的貧困率

子どもの貧困率

%

 子どもの定義は１８歳未満

 2006年から2009年にかけては、子どもの貧困率の伸びが大きかった

 2015年は、子どもの貧困率が大きく低下。

出所：厚生労働省(2017）『平成28年国民生活基礎調査 結果の概況』
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年齢層別・性別の相対的貧困率（２０１５年）

 男性では、最も貧困率が高いのは、80歳以上、次は20-24歳。

 女性では、高齢期（70歳以上）の貧困率が最も高い
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性別、年齢層別 貧困率 （2015）
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男女格差は高齢期で依然
として大きい

出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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男性の年齢階層別の貧困率の推移：
1985から2015

 長期的（1985年から2015年の30年間）においては、高齢期の貧困率が大きく減少。逆
に若年期の貧困率があがっている。

 2012年から2015年にかけては、男性の子ども・若者の貧困率は減少。特に最も高かっ
た20-24歳の貧困率が減少したものの、依然としてライフコースの前期にて最も高い。
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高齢期の貧困は、男性に
おいては改善された

出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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女性の年齢階層別の貧困率の推移：
1985から2015

 2012年から2015年にかけて、女性の子ども・若者の貧困率は減少。特に5-9歳の貧
困率が減少。

 65歳以上においては、80歳以上にて上昇。ほかはほぼ同じであり、依然として、高齢
期の貧困率が高い
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高齢期の貧困は、３０年間
で改善されず。

出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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勤労世代（20-64歳）女性：
1985年から2015年の動き

• 勤労世代（20-64歳）女性の世帯構造別の貧困率は、
1985年から2015年にかけて、子どもがない世帯にお
いては減少しているが、子どもがある世帯では上昇。
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出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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高齢女性（65歳以上）の貧困率の推移：
世帯タイプ別 1985-2015

• 1985年から2015年にかけて、「三世代」を除きすべての世帯タイプで高齢女性の貧困率は
減少。特に、「単独」と「夫婦のみ」世帯の減少が大きい。

• 2012年から2015年にかけては、若干の上昇。

出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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ひとり親世帯の貧困率
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子ども（20歳未満）の貧困率の推移：
世帯タイプ別 1985-2015

• 2012年から2015年にかけて、「その他世帯」を除きすべての世帯タイプで貧困率は減少。特
に、「ひとり親と未婚子のみ」世帯の減少が大きい。

• しかし、「ひとり親と未婚子のみ」世帯の貧困率が突出して高い構造は変わらない。

• 1985年と比べると、「ひとり親と未婚子のみ」世帯以外は上昇傾向が続く。
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母子世帯の再分配前後の貧困率

• 母子世帯（＊）の貧困率は、2012年から2015年にかけて減少した。
この減少は再分配前の貧困率の低下によるところが大きい。

母子世帯（＊）とは、２０歳未満の子と６５歳未満の母親のみからなる
世帯。
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女性の健康と貧困の関係：
母親の抑うつ傾向
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親の抑うつの傾向

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表）

東京都「子供の生活実態調査」（2016）

小学5年生の子どもの保護者
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親の抑うつの傾向
東京都「子供の生活実態調査」（2016）

16-17歳の子どもの保護者

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告 （2017.2.23.公表） 14



低収入

等価世帯所得（（収入＋社会保
障給付金）÷√世帯人数）が厚
生労働省「平成27年国民生活基
礎調査」から算出される基準未
満。

低所得基準：

所得中央値：427万円÷

√平均世帯人数×50%

＝135.3万円

「国民生活基礎調査」の所得に
は、稼働所得、公的年金・恩給、
財産所得、社会保障給付金、仕
送り・企業年金・個人年金・その
他の所得が含まれる。税金・社
会保険料などを含む。

家計の逼迫

以下の１５項目のうち、経済的な理由で剥奪さ
れている項目が３つ以上。

1. 海水浴に行く

2. 博物館・科学館・美術館などに行く

3. キャンプやバーベキューに行く

4. スポーツ観戦や劇場に行く

5. 遊園地やテーマパークに行く（＊）

6. 毎月おこづかいを渡す

7. 毎年新しい洋服・靴を買う

8. 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わす

9. 学習塾に通わせる

10.お誕生日のお祝いをする

11.１年に１回程度家族旅行に行く

12.クリスマスのプレゼントや正月のお年玉

13.子どもの年齢に合った本

14.子ども用のスポーツ用品

15.子どもが自宅で宿題をすることができる場所

子供の所有物・体験の欠如

以下の７項目のうち、経済的な
理由で剥奪されている項目が
１つ以上。

1. 電話

2. 電気

3. ガス

4. 水道

5. 家賃

6. 家族が必要な食料が買え
なかった

7. 家族が必要な衣服が買え
なかった

(*)16-17歳は、親と一緒に
遊園地やテーマパークにい
くことが少ないと考えられる
ため、「友人と遊びに行くお
金」を代替。

東京都 子供の生活実態調査（小中高校生等調査）(2016):
生活困難の定義

出所： 東京都 子供の生活実態調査 中間報告
（2017.2.23.公表） 15



生活困難層の割合
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若年出産の母親の状況
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若年出産した母親の学歴

19歳以下で出産した母親は20-24歳で出産した母親に比
べても学歴が大きく異なる。
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出所：阿部彩（2017）「絡み合うリスクと子どもへの影響：婚前妊娠、若年出産、離婚」子育て世帯のウェルビーイング―母親と子
どもを中心に―資料シリーズ No.146、労働政策研究・研修機構．
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若年出産にいたるまでの家庭環境

19歳以下で出産した母親は、成人前に両親が離婚したり、
親と死別、親からの暴力をふるわれた経験が顕著に高い。

Weighted 

19歳以下 20-24歳 25歳以上

両親が離婚した 39.0% 15.5% 10.4%
成人する前に親が生活保護を受けていた 4.7% 2.4% 1.5%
成人する前に母親が亡くなった 1.5% 2.0% 1.6%
成人する前に父親が亡くなった 6.2% 4.7% 4.3%
親から暴力を振るわれたことがある 10.9% 7.7% 5.9%

出所：阿部彩（2017）「絡み合うリスクと子どもへの影響：婚前妊娠、若年出産、離婚」子育て世帯のウェルビーイング―母親と子
どもを中心に―資料シリーズ No.146、労働政策研究・研修機構．

初産の年齢
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初産が20歳未満の母親と20歳以上の母親の
子どもの健康状況

若年母親（初産が２０歳未満）の子どもは、健康状態が悪い
傾向がある。
※現在の年齢が20歳未満であるわけではない。

出所：阿部彩（2017）「絡み合うリスクと子どもへの影響：婚前妊娠、若年出産、離婚」子育て世帯のウェルビーイング―母親と子
どもを中心に―資料シリーズ No.146、労働政策研究・研修機構．
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初産が20歳未満の母親と20歳以上の母親の
子どもの成績

若年母親（初産が２０歳未満）の子どもは、成績についても
悪い傾向がある。
※現在の年齢が20歳未満であるわけではない。

出所：阿部彩（2017）「絡み合うリスクと子どもへの影響：婚前妊娠、若年出産、離婚」子育て世帯のウェルビーイング―母親と子
どもを中心に―資料シリーズ No.146、労働政策研究・研修機構．

16.7%

6.2%

29.4%

26.7%

39.9%

42.8%

8.4%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳以上

20歳未満

子どもの成績（母親の評価による）

成績良好 まあまあ良好 普通 やや遅れている かなり遅れている

母
親
の
初
産
年
齢

21



初産が20歳未満の母親と20歳以上の母親の
子どもの不登校

若年母親（初産が２０歳未満）の子どもは、不登校経験も多
い傾向がある。
※現在の年齢が20歳未満であるわけではない。

出所：阿部彩（2017）「絡み合うリスクと子どもへの影響：婚前妊娠、若年出産、離婚」子育て世帯のウェルビーイング―母親と子
どもを中心に―資料シリーズ No.146、労働政策研究・研修機構．
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貧困の連鎖は明らか

現在の困窮層は、母親が15歳時点で暮らし向きが「やや苦しい」「大変
苦しい」が4割近い。
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周辺層(n=995)

一般層(n=5029)
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出所：阿部彩（2018）「貧困の連鎖の現状」東京都受託事業「子供の生活実態調査」詳細分析報告書、首都大学東京子ども・若者
貧困研究センター．

東京都4自治体の小５、中２、16-17歳の母親の

15歳時点の暮らし向きと、現在の生活困難度
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支援の方向性
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ひとり親世帯の貧困問題は、
女性全体の貧困問題と捉えるべき

• 貧困の女性のうち、ひとり親世帯の母親は極わず
か。

• 全女性＞子どもがある女性＞子育て中の女性＞ひとり
親世帯の母親

• 子どもが育った後のひとり親世帯の母親

51% 21% 13% 15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貧困児童のある世帯

夫婦と未婚子のみ ひとり親と未婚子のみ 三世代世帯 その他世帯

• 貧困の子どものうち、ひとり親世帯に育つ子どもは３割
程度。

出所：阿部彩（2018）文部科研基盤（B）「「貧困学」のフロンティアを構築する研究」（研究代表者：阿部彩、H29-33）
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子ども期からの介入が必要

• 若年妊娠を始め、貧困と併発する多くの問題は、
子ども期からの不利の蓄積の結果

• 低学力

• 健康悪化

• 不登校

• 孤立 等

• 子ども期からの介入は、その後の生活困難を予防
すると考えられる
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若年出産した母親への支援

• 若年出産した母親は、子ども期から貧困や家庭内問
題を抱えている。

• また、その子どもは、そうでない子どもに比べ、（母親
自身が既に若年でなくても）健康、学力、不登校などに
おいて悪い傾向がある。

• 若年出産による子どもの影響は、母親が若いことから
ではなく、母親が低学歴で貧困であったり、離別して母
子世帯となったことによる影響が大きい（阿部2017）。

• 子どもの貧困対策、若年妊婦の学業支援、ひとり親世
帯対策の拡充が必要。
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【問い合わせ】

首都大学東京 都市教養学部人文・社会系

〒192-0092 東京都八王子市南大沢1-1

阿部彩研究室・子ども若者貧困研究センター

Tel :  042-677-2126

E-mail : ayaabe@tmu.ac.jp
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